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「近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想（案）」について 

 

（１）資料について 

資料１  まちづくり基本構想（素案）にかかる市民意見および修正箇所について  

資料２  近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想（案） 

参考資料  「近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想（素案）」に関する 

パブリックコメントの概要及び市の考え方について 

 

（２）「近鉄小倉駅周辺地区まちづくり検討委員会」の開催状況 
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まちづくり基本構想（素案）にかかる市民意見および修正箇所について 
 

 

 

以下の内容で市民意見を聴取 

１）地域説明会 

【概 要】 基本構想（素案）の内容を地域へ説明 

【対 象】 主に近鉄小倉駅周辺地区にお住まいの方 

①小倉公民館 

日時:令和 3 年 11 月 29 日（月）19 時～20 時半 

参加者:38 名 オブザーバー:青山委員⾧ 

②西小倉コミュニティセンター 

日時:令和 3 年 12 月 2 日（木）19 時～20 時 45 分 

参加者:62 名 オブザーバー:青山委員⾧ 

 

【内容（抜粋）】       :市の考え 

１．駅東側（レインボービル等）の現状について 

１）駅東側のレインボービル用地について市はどのように考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

２．駅西口の駅前広場について 

１）駅西側の商業施設跡地が全面ロータリーになると思っていたが、南側は駐輪場で敷地

中央については開発業者が所有のまま。駐輪場については宇治市がすでに設計していると

聞いたが、その経緯は。 

 

 

 

 

 

 

１ 市民意見について 
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３．向島第 5 号踏切（京都銀行横）について 

１）向島第 5 号の踏切と付随する道路については、駅前に車両でアクセスする際に重要な

場所だが、宇治市はどういった形で拡幅や歩行者安全などを考えているのか。現在は非常

に危険な状態である。 

 

 

 

 

４．任天堂資料館（仮称）について 

１）駅の東側土地と任天堂資料館（仮称）との関わり合いにもっと積極的になれないか。

市は受け身に感じられる。 

 

 

 

２）任天堂資料館（仮称）ができるまでのスケジュール感について。近鉄小倉駅の形状をど

の時点で 2 案から決定し、どの時点での着手を見込んでいるのか。 

 

 

 

 

 

 

５．公共交通について 

１）バスが一日一本しか運行しておらず、小倉から市役所へ行くバス路線がない。 

 

 

 

 

 

６．駅の機能・駅舎形式について 

１）駅東西の移動手段について。現時点で跨線自由通路か橋上駅舎とのことだが、もちろん

任天堂の効果もあると思うが、まずは東西が行き来しやすくなってバリアフリーになることは意

味がある。市民にとって便利な場所になればいいと思うが、そのような構想はあるのか。 
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７．地下通路について 

１）駅舎に自由通路ができるのはよいが、地下通路はなくなるということか。 

 

 

 

 

 

８．自動車交通について 

１）自動車交通円滑化についてどのように考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）パブリックコメント 

【概 要】 基本構想（素案）についての市民意見を募集 

・令和 3 年 11 月 24 日（水）～12 月 24 日（金） 

【対 象】 市内に在住・在勤・在学の方、事務所・事業所を有する法人、納税義務者 

【提出方法】 都市計画課への持参、郵送、ファックス、電子メール、市民の声投書箱 

【結   果】  

・意見提出者数:17 人 

・意 見 数:49 件 

 

 

 

 

 

【地域説明会まとめ】 

●主に各種状況の確認や、取り組み提案の意見があった 

●現時点で連続立体交差化の手法を選択しないことに異論はなかった 

●２つの駅舎形式（跨線自由通路・橋上駅舎）を比較して、どちらかが良

いという意見は特になし 

●基本構想（素案）を修正すべきと考えられる意見は特になし 
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【内容（抜粋）】      :市の考え 

１．駅舎形式について 

 

 

 

２．駅前広場について（駅西側） 

●送迎車を円滑に処理できるのか?また駐輪台数が足りず困る利用者が出るのでは? 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地下通路について 

●地下通路を自転車や三輪自転車、ベビーカーなどを押しながらでも利用できるスロープつきに改

良して残してほしい。 

 

 

 

 

４．踏切について 

●電車で遮断される時間が⾧く、時間によっては開閉時間が短く危険。歩行者・自転車も多い。 
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５．駐輪場について 

●駅の西口に計画している駐輪場は現在の場所で建て替え等の検討を。少しでも駅前（西側）

を広くゆったりしたものにしてほしい。 

 

 

 

 

 

６．駅周辺まちづくり（再開発等）について 

●駅周辺にショッピングセンターや公共施設を配置しにぎわいを。駅東側にある立体駐車場の老 

朽化が目立つ。 

 

 

 

 

 

７．その他 

●取り組み着手時期について、「早期」「中期」「⾧期」という抽象的な単語で分類されているが、

市が抱く具体的な年数を掲示いただきたい。 

 

 

 

 
※その他の意見については別紙の参考資料、「近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想（素案）に関するパ 

ブリックコメントの概要及び市の考え方について」を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パブリックコメントまとめ】 

●駅舎形式、駅前広場、地下通路、駅周辺まちづくり（再開発等）についてのご意

見を多くいただいた。 

●課題解決へのご指摘もいただく中、基本構想における「まちの将来像」に沿った具

体的なまちづくりの提案も多く寄せられ、地域のみなさまの前向きな想いを感じると

ともに、基本構想に掲げるまちづくりの方向性について確認できた。 
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３）その他（宇治市立北小倉小学校での総合学習の取り組み） 

【概 要】「小倉、近鉄小倉西側エリアの魅力を見つけよう」という総合学習の取り組み 

・令和 3 年９月～（中間発表:12 月 15 日（水）） 

【対 象】 北小倉小学校 6 年生（約 50 名） 

・宇治市立北小倉小学校で 2 学期から 3 学期にかけ、宇治学「小倉、近鉄小倉西側エリアの魅力

を見つけよう」というテーマで取り組み中。 

・家族や商店へのアンケート結果も参考にしたまちづくり提案（中間発表）があり、市も参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6年1組 テーマ、キーワード

１班 「活気ある安全なまち」、道路整備の必要性、商業施設（デパート）の具体的な店舗の検討

２班 「活気・にぎやか」、お茶のアピール、イルミネーション、広場、スタンプラリー

３班 バリアフリー（点字ブロック）、ＪＲ・平等院などバスでつなぐ、店舗割引サービス

４班 小倉のホームページ作成、広場にテーブルやベンチ、世代を超えたイベント

５班 イベント（キッチンカー）、昔の雰囲気（商店街）、日本の文化（茶・遊び）の紹介

６班 キッチンカー、小倉のＨＰ，小さなこどもが遊べる（トランポリン）

７班 「どの年代でも」、スポーツ、ゲームセンター、駄菓子屋（大人と子供と一緒に）、ガチャ

6年２組 テーマ、キーワード

１班 「活気」、クーポン配付をきっかけに（配布場所・割引率も検討）、治安の改善

２班 「新しさ」、空き家利用、手作り体験、明かり（街灯）、今の良さを引き立てる

３班
「アピール」、対象は20～３５歳（「家を建てよう、店を出そう」の世代）、市でＨＰ、動画サイト
の作成、土地に空きがある、京都市より土地が安い

４班 「にぎやか」、大きな店、駅に来た人が買い物、情報の「拡散」（広告・看板）

５班
「日用品」、小倉がさびれた理由→店が暗い・目立たない　改善→セール・クーポンお店の明かり。
商店街に活気を　市にお願いチラシや看板の設置、お店を出したい人、働きたい人の募集

６班
「安心・安全」、暗い・人が少ない→治安が悪い→人通りを良くする。
駐輪場形状を工夫して空きスペースでイベントを

７班 「安心」、小倉が好きだった人、店を出したい人、バリアフリー、オストメイトトイレ、地下にスロープ
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▶駅舎形式に関する主な意見（パブリックコメント:８件） 

【③跨線自由通路を望む意見とその理由】 

●跨線自由通路案が良い。 

＞現状とほぼ変わりなく、往・復のどちらかは平面でアクセスすることが可能であるため利用 

しやすい。 

●跨線自由通路案で現在の駅舎や改札を継続使用するケースが良い。 

＞・現在の駅舎が最も乗り降りがしやすい。 

・橋上駅舎にすると、かえって高齢者は時間がかかる。不便になる。 

・費用が最も安くつく。 

●跨線自由通路が良い。 

＞理由の記載なし。 

 

【④橋上駅舎を望む意見とその理由】 

●跨線自由通路はやめた方が良い。橋上駅舎で検討が進むことを希望。 

＞地平で入れるメリットよりも他のデメリットが上回っている。「つなぐ」をキーワードとしているのに、

改札が地平のままとなることで自由通路の幅員が大きくとれない。 

＞任天堂資料館（仮称）の整備を見据えると跨線自由通路では、「改札に入った時点でホ

ームを間違えている可能性がある」 ⇒ 「対処してもらおうにも⾧蛇の列」 ⇒ 「列自体も

多国籍の観光客で埋まっているため対応が遅々としてなかなか進まない」 ⇒ 「なんなんだこ

の駅は!!」 ⇒ 「観光客のマイナス体験」 ⇒ 「観光客の増加が一時的なものに」 とい

うことが懸念され、加えて地域住民（鉄道利用者）が駅員に対応してもらえる機会も減少

してしまう。 

●橋上駅舎が望ましい 

＞橋上駅舎の方が駅前広場の歩行者空間・オープンスペースを広く確保できることや「自由通

路部分」の空間を店舗や行政サービスコーナー等、多目的に利活用できる可能性があること、

２ 駅東西における移動の改善（地域分断の改善）について 

【中間発表のまとめ（北小倉小学校総合学習）】 

●５年生で「すべての人にやさしいまち」というテーマで学習をしていたということも

あり、「バリアフリー」や「世代に関わらず」というコメントが多く聞かれ、それらへの

意識の高さが見えた。 

●住民（大人）意見と同じような考え方の提案もあれば、小学生ならではの視

点からの提案もあった。（イルミネーション、明かりの活用、キッチンカーなど） 

●小学生も駅周辺に「にぎわい・活気」を求める傾向があり、まちの将来像の実現

に参考となりそうな具体的なプランも考えられている。 
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京都方面からの降車客を駅前西側エリアに向かいやすくすることなどを考えると、工事期間が

⾧くかかったとしても橋上駅舎が望ましい。 

＞地域説明会で、視覚障がいのある方がキップの購入（払い戻し）となった場合に駅員さんが

近くにいないと困るとおっしゃっていた。 

●橋上駅舎が良い 

＞小倉駅周辺は高齢者が多く、方面の間違い（ホーム誤入場）があった場合に大変に思う。 

 

【その他】 

●跨線自由通路と橋上駅舎は反対 

＞理由の記載なし 

●連続立体交差が良い 

＞自由通路の設置だけでは東西移動の円滑性について歩行者の点、線についてのみ改善され

るに過ぎない。線、面的改善や、自動車道路交通の円滑化を鑑みると連続立体交差しか

選択肢はない 

 

近鉄の考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自由通路案も橋上駅舎案もそれぞれメリットとデメリットがある。具体的な工事方法の検討

等も必要であるため、現時点で案を絞り切るのは難しく、今後様々な検討や協議を行い、決

定する必要があると考えている。 

●今後、宇治市とどちらの案で進めるか協議をしていく中で、デメリットの解消方法も含めて検

討していきたい。 

【駅東西における移動の改善（地域分断の改善）のまとめ】 

●鉄道利用者の視点・集客施設（任天堂資料館（仮称））のあるにぎわい

まちづくりの視点・事業着手のスピード感など、どちらの手法にも一⾧一短が

ある。 

●基本構想には、2 手法で引き続き検討していくことを記載する。 
 

※ただし、本件は早期（短期）に検討すべき課題であることを十分に認識し、 

・任天堂資料館（仮称）との連携 

・アフターコロナの情勢変化も考慮した事業の実現性 

・現場状況を照らし合わせた手法についての技術的な検討 

なども踏まえ、引き続き市と近鉄で協議を進めていく。 
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【パブリックコメント等による基本構想（素案）の修正箇所】 

 

【その他の軽微な変更箇所】 

●内容に影響のない、以下の部分を変更 

・軽微な文言の修正、追記 

・図のデザイン変更、表の時点更新、文字の大きさ、図表注記の追加など 

意見（要旨） 基本構想の修正箇所 
【パブリックコメント】 

▶駅舎形式について 

 

・   2  で記した、跨線自由通路・橋上駅舎そ

れぞれの手法によるメリット・デメリットについての

ご意見 

P30  「表:駅東西の移動の改善のための手法（第６

回検討委員会（R3.10.15）後の検討内

容）」 

→ 今後の検討方針について、以下のとおり追記 

 

●鉄道利用者の視点、集客施設（任天堂資料

館（仮称））のあるにぎわいまちづくりの視点、

事業着手のスピード感など、どちらの手法にも一

⾧一短がある。 

●本件は早期（短期）に検討すべき課題である

ことを十分に認識し、任天堂資料館（仮称）と

の連携やアフターコロナの情勢変化も考慮した

事業の実現性、現場状況を照らし合わせた手

法についての技術的な検討なども踏まえ、引き

続き市と近鉄で協議を進め、望ましい手法を選

定する。 

【パブリックコメント】 

▶取り組み着手時期について 

 

・「早期」「中期」「⾧期」という抽象的な単語で

分類されていますが、（中略）市が抱く具体

的な年数を掲示いただきたい。 

P36 
 「表:段階的な取り組みのイメージ」 

→ 取り組み着手時期の目標イメージ「早期・中

期・⾧期」の具体的な年数を、表の下部に以

下のとおり記載 

 

『※「早期:1～5 年、中期:6～10 年、⾧期:

11 年～」を想定』 

３ 基本構想（素案）の修正箇所について 
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・ 

・ 

意見交換会 

(住民/商業者 等) 

近鉄小倉駅周辺地区 

まちづくり検討委員会 

庁内まちづくり 

検討会議 

近鉄小倉駅周辺地区 

まちづくり基本構想 

市民 

大学連携 

(京都府立大学) 

・将来のまちづくりの提案 

・アンケート調査の実施 

・住民参加のワークショップ 

の開催  など 

情報共有 

地域意見 提案 

情報共有 
構想(案)の検討 

パブリック

コメント 

 宇治市 
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（人/日） 

15,940 
15,214 

11,719 9,285 
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南海トラフ地震 

生駒断層帯地震 

小倉地区 
小倉地区 

液状化危険度 

小倉地区 小倉地区 

液状化危険度 
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図 

古川（井川・名木川含む）氾濫想定 

宇治川・木津川氾濫想定 
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駅前商業地

駅西住宅ゾーン

幹線道路沿道ゾーン

旧大和街道住宅ゾーン

交通広場

あつめる 

つなぐ 

いざなう 
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再掲 
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（台） 

 

（出典:R2 近鉄小倉駅周辺路上駐停車実態調査（簡易目視）） 

 

全体

台数 7 4 17 13 10 10 4 2 6 1 10 5

7:00 7:30 8:00 8:30 9:00

5 3 4 6 4 - 3 1 2 3 5 -

17:00 17:30 18:00 18:30 19:00

再掲 
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駅
東

西
の

移
動

の
改

善
の

た
め

の
手

法
（

第
６

回
検

討
委

員
会

（
R

3
.1

0
.1

5
）

後
の

検
討

内
容

）
 

●
鉄

道
利

用
者

の
視

点
、

集
客

施
設

（
任

天
堂

資
料

館
（

仮
称

）
）

の
あ

る
に

ぎ
わ

い
ま

ち
づ

くり
の

視
点

、
事

業
着

手
の

ス
ピ

ー
ド

感
な

ど
、

ど
ち

ら
の

手
法

に
も

一
⾧

一
短

が
あ

る
。

 

●
本

件
が

早
期

（
短

期
）

に
検

討
す

べ
き

課
題

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

任
天

堂
資

料
館

（
仮

称
）

と
の

連
携

や
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

の
情

勢

変
化

も
考

慮
し

た
事

業
の

実
現

性
、

現
場

状
況

を
照

ら
し

合
わ

せ
た

手
法

に
つ

い
て

の
技

術
的

な
検

討
な

ど
も

踏
ま

え
、

引
き

続
き

市
と
近

鉄
で

協
議

を
進

め
、

望
ま

し
い

手
法

を
選

定
す

る
。
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■令和 3 年度基本構想策定時 
 「③跨線自由通路または④橋上駅舎」 

まちの課題が改善・解決 

・現在の課題を早く解決できる手法 

・市が主体的にまちづくりに取り組むことができる手法を検討 

乗降客数の増加 

まちのにぎわい増加 効果の例１ 

定住人口の増加 

周辺交通環境の変化 効果の例３ 

産業振興による働く場の創出 

商業施設の進出、急行停車 
効果の例 2 

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性 

現 

在 

まちづくりの効果発揮 

連続立体交差化に向けた 

鉄道のあり方に関する議論 

更なるまちの発展 

社会動態等の変化 

更なる東西交通 

円滑化の必要性 
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基本構想の実現に向けて 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

  



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

  



 

 

  



 

 


